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据付、接続(配線)、運転、保守点検の前に必ずこの取扱説明書を読み、
正しく御使用下さい。
また、必要なときに見られるよう、本書を大切に保管してください。



据付、配線(接続)、運転、保守点検の前に必ずこのマニュアルを熟読し、製品を正しく使用してくださ
い。更に、機器の知識、安全に関する注意事項のすべてについても十分に習熟してください。

このマニュアルでは、安全注意事項のランクは下記の通り区別されています。

１．使用上のご注意

危険 取扱いを誤った場合に、死亡又は重傷を負う事故の可能性が高い場合

●この機械は、ワイヤー材を供給するための装置です。他の用途に使用すると重大な事故のおそれがあります。

用途について

＜０１＞

警告 取扱いを誤った場合に、死亡又は重傷を負う事故の可能性がある場合

注意 取扱いを誤った場合に、中程度の傷害や軽傷を受ける事故または物的
損害の可能性がある場合

危険

使用者について

●設置・据付・配線作業は、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による設置・据付・配線作業は、感電・
　けがのおそれがあります。
●機械の運転操作は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故の原
　因となります。
●保守・メンテナンスは、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による保守・メンテナンスは、感電・けが
　のおそれがあります。

危険

機械の運搬・移動について

●機械の運搬・移動は、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による運搬・移動は、重大な事故のおそれが
　あります。

危険

●機械の運搬・移動は、専用の運搬設備(ホイスト・フォークリフト)を使用すること。人手による運搬・移動は、製品の落
　下・転倒により故障・けがの原因となります。

警告



１．使用上のご注意

＜０２＞

据付けについて

●設置・据付作業は、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による設置・据付は、故障・けがの原因になり
　ます。

危険

●設置環境は、
　設置場所︓屋内
　使用環境温度︓-10～40℃　但し低温環境では、内部電装品が氷結・結露し、感電・漏電の原因となり高温環境では、
                        熱による故障の原因となります。
　使用環境湿度︓75％以下(結露しないこと)
　雰囲気︓塵埃、腐食性ガス、水、油がかからないこと。火災・感電・漏電・故障の原因になります。
　設置床面︓標高1000m以下　
　　　　　　傾いた所など不安定な場所に設置しないでください。材料の落下・転倒・けがの原因になります。
●装置を改造しないで下さい。改造すると誤動作・故障・けがの原因になります。

警告

配線について

●配線作業は、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による配線作業は、感電・けがのおそれがあります。
●コイルマスター側が異常停止した時、加工機が連動停止するよう接続し動作確認を行ってください。装置の破損、材料の
　落下・転倒・事故の原因になります。

危険

●配線作業は、電源の遮断を確認の上、行ってください。感電のおそれがあります。
●漏電遮断器を通して電源へ接続してください。
●必ず指定サイズの電線を使ってください。
●接地線は、必ず接地してください。
●装置の入力電源の相数、定格電圧と接続する電源の相数、電圧が一致していることを確認してください。

警告

●装置を移動するときは、必ず電源ケーブル・信号ケーブルを外してから行ってください。ケーブルの断線により感電・装
　置の誤動作のおそれがあります。

注意



１．使用上のご注意

＜０３＞

運転操作について

●機械の運転操作は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故の原
　因となります。
●電源投入後は、ボビン・リール等回転部に触らないでください。重大な事故の原因となります。
●装置を運転する時は、必ず安全柵を設置してください。可動部への接触・回転部への巻込み・材料の脱落により重大な事
　故が発生するおそれがあります。

危険

●電源投入後、材料を載せるなどの準備作業は行わないで下さい。
●制御盤を開けたまま運転しないこと。感電・誤動作・けがのおそれがあります。
●最大積載以上は積載しない。転倒、けがのおそれがあります。
●インバータエラートリップ停止時、
　エラー内容を確認し、インバータマニュアルを参照の上、各エラーに対処すること。
　特にオーバーロード発生時は、配線・モーターの温度に異常がないか確認すること。火災・怪我のおそれがあります。
●インバータの設定は変更しないで下さい。誤動作・故障・事故の原因になります。
●テンションレバーによる起動・停止・異常停止動作を必ず確認すること。

警告

保守・メンテナンスについて

●保守・メンテナンスは、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による保守・メンテナンス作業は、感電・
　けがのおそれがあります。

危険

●材料もつれなどトラブルが発生した時は、必ず電源を遮断してから原因の除去を行ってください。けがのおそれがありま
　す。
●制御部の点検または部品交換をする場合、必ず電源を遮断してから作業を行ってください。感電・けがをするおそれがあ
　ります。
●潤滑グリースの交換・補充を行う際は、目に入らないよう又引火物がないか確認の上作業を行ってください。火災・けが
　のおそれがあります。
●制御盤内の基板及びインバータ端子部に異物・ほこり等が付着していないか確認すること。

警告

●材料は、偏心しないように載せること。装置及び材料が脱落し故障・けがのおそれがあります。
●材料端末付近で必ず運転を停止してください。運転が停止できない場合、断線検出装置(端末検出装置)等を設置し、機械
　を停止させてください。材料端末の跳ねにより、けがをするおそれがあります。

注意



２.各部の名称

操作パネル

ブレーカ

固定ガイドローラー・レバーセット

レギュレータ

テンションユニット

リール押え板

リール締付けハンドル
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テンションローラー
レバーセット



３.電気の接続

電源の供給

●配線作業は、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による配線作業は、感電・けがのおそれがあります。
●コイルマスター側が異常停止した時、加工機が連動停止するよう接続し動作確認を行ってください。装置の破損、材料の
　落下・転倒・事故の原因になります。

危険

●配線作業は、電源遮断を確認の上、行ってください。感電のおそれがあります。
●漏電遮断器を通して電源へ接続してください。
●必ず指定サイズの電線を使ってください。
●接地線は、必ず接地してください。
●装置の入力電源の相数、定格電圧と接続する電源の相数、電圧が一致していることを確認してください。

警告

●装置を移動するときは、必ず電源ケーブル・信号ケーブルを外してください。ケーブルの断線により感電・装　置の誤動
作のおそれがあります。

注意

電源の仕様は、3相AC200Vです。
電源入力コードは、予め接続されております。
標準仕様の
電源入力コードは、R(L1) S(L2) T(L3)及びE(接地線)の4芯キャプタイヤ、コード端末はφ4丸端子です。
接地線を最初に接続してから、各端子の接続を行ってください。
信号出力コードは、COM-NC P-Qの4芯キャプタイヤ、コード端末は4mmＹ端子です。
(信号出力詳細はＰ０６を参照してください）

信号入出力コード電源入力コード

＜０５＞



３．電気の接続

接続端子について
　

②テンションユニット接続端子
③異常検出入力端子　

①基板電源入力端子(AC200V)

⑥異常信号出力端子

1

2

3

4

A

B

C

D

E

F

C
O
M

N
C

N
O P Q J K L M

⑦サブセット信号入力端子

⑤基板電源制御入力端子
　(ジャンパーで短絡)

④運転準備入力端子　　　

Ｔ２

Ｔ１

制御基板端子台

①基板電源入力端子
　単相AC200V配線済み。配線をはずさないこと

②テンションユニット接続端子
　配線済み。配線をはずさないこと

③異常検出入力端子
　Ｂ-Ｃ間短絡で装置を異常停止することができます。

④運転準備入力端子
　Ｊ-Ｋ間短絡で運転準備状態になります。(P-Q間短絡状態時)

⑤基板電源制御入力端子
　基板制御電源を入・切する端子です。
　通常Ｐ-Ｑ間はジャンパー金具で短絡しています。
　外部より制御電源の入・切を行うときは、Ｐ-Ｑ間のジャンパー金具を外しＪ-Ｋ間にジャンパー金具を接続し
　てください。
　P-Q間に常時入・切の信号(無電圧接点信号)を入力することで基板電源の入・切を制御できます。

⑥異常信号出力端子
　コイルマスター異常停止時、又は制御電源OFF時に異常信号を出力します。
　信号出力により加工機が連動停止するように必ず接続してください。
　信号出力は、NC（ノーマリークローズ)とNO(ノーマリーオープン)があります。
　各信号の動作は、
　NC-COM使用時
　異常時又は電源OFF時　   オープン
　正常時　　　　　　　     クローズ
　NO-COM使用時
　異常時又は電源OFF時　  クローズ
　正常時　                       オープン
　となります。接続加工機に合わせて選択してください。

⑦サブセット信号入力端子
　外部よりＬ－Ｍ間短絡信号入力時、テーブルを回転させることができます。
　詳細は「６.運転と操作」を参照してください。

　
　
　
　

●動作不良・感電・電源ショートの原因となります。

●誤動作・感電・の原因となります。

●加工機が連動停止しない場合、装置の破損・材料の落下・転倒事故の原因になります。

＜０６＞



４.運転と操作

①「オート/マニュアル選択スイッッチ」で運転モード、「回転方向切替スイッチ」で回転方向を選択します。
②ブレーカをONにする。インバータの数値表示が点滅します。
③「RUN」を押す。「RUN」の緑色ランプが点灯し、運転準備状態になります。
④テーブルの回転は、ダンサーレバーにより回転・停止します。
　*加工機による運転前に、ダンサーレバーによるテーブルの回転方向・回転・停止、
　 またフルストロークひっぱた時に異常停止することを確認してください。
⑤ダンサーレバーが、フルストローク引っ張られると機械は異常停止し、「STOP/RESET]の赤色ランプが点灯します。
⑥異常停止をリセットするときは「STOP/RESET]を押してください。赤ランプが消灯し②の状態に戻ります。

＜０７＞

●機械の運転操作は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故の原
　因となります。
●電源投入後は、ボビン・リール等回転部に触らないでください。重大な事故の原因となります。
●装置を運転する時は、必ず安全柵を設置してください。可動部への接触・回転部への巻込み・材料の転倒により重大な事
　故が発生するおそれがあります。

危険

●電源投入後、材料を載せるなど、準備作業は行わないで下さい。
●制御盤を開けたまま運転しないこと。感電・誤動作・けがのおそれがあります。
●最大積載以上は積載しない。転倒、けがのおそれがあります。
●インバータエラートリップ停止時、
　エラー内容を確認し、インバータマニュアルを参照の上、各エラーに対処すること。
　特にオーバーロード発生時は、配線・モーターの温度に異常がないか確認すること。火災・怪我のおそれがあります。
●インバータの設定は変更しないで下さい。誤動作・故障・事故の原因になります。
●テンションレバーによる起動・停止・異常停止動作を必ず確認すること。

警告

●材料は、偏心しないように載せること。装置及び材料が転倒し故障・けがのおそれがあります。
●材料端末付近で必ず運転を停止してください。運転が停止できない場合、断線検出装置(端末検出装置)等を設置し、機械
　を停止させてください。材料端末の跳ねにより、けがをするおそれがあります。

注意

サブセット速度設定ボリューム

サブセット機能選択スイッチ

回転方向切替スイッチ

マニュアル速度設定ボリューム

オート／マニュアル選択スイッチ

運転スイッチ 停止及び異常リセットスイッチ



５.機能説明

＜０８＞

●運転モード

「オート/マニュアル選択スイッチ」をMANUAL側にすれば、マニュアル運転となります。
速度設定は、スイッチ上の「マニュアル速度設定ボリューム」で設定します。
マニュアル運転は、テンションレバーを引っ張るとレバーの振れ角度に関係なく設定回転数でボビン(リール)が回転
します。

■マニュアル運転

正常停止位置(０°) 異常停止位置(６０°)

設定回転数
↑
ボ
ビ
ン
︵
リ
ー
ル
︶
回
転
数

テンションレバー位置(振れ角度)→

*1
←加速時間→

*1
←減速時間→

ボビン(リール)回転

「オート/マニュアル選択スイッチ」をAUTO側にすれば、オート運転となります。
オート運転は、テンションレバーの倒れ角度に比例してボビン(リール)の回転数が変化します。
異常停止位置前が、最高回転数(100rpm)となります。
速度変化の激しい運転条件、内外径の差が大きい材料の供給に適しています。

運転モードは、テンションレバーの振り角度に比例して回転するオート運転とレバーの位置に関係なく一定の
回転で運転するマニュアル運転があります。

■オート運転

正常停止位置(０°) 異常停止位置(６０°)

*1
最高回転数

↑
ボ
ビ
ン
︵
リ
ー
ル
︶
回
転
数

テンションレバー位置(振れ角度)→

ボビン(リール)回転

●*1最高回転数・加速時間・減速時間の調整は、インバータで調整・変更は可能ですが、特殊な運転条件以外は
　変更しないで下さい。
　設定変更は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故
　の原因となります。

テンションレバー
レバーの振れ角度に
比例して回転数が上がる

レバーの振れ角度に
関係なく設定回転数で回転

テンションレバー

異常停止

正常停止

異常停止

正常停止



５．機能説明

●サブセット(補助回転)機能
サブセット機能は、基底回転数を上げる機能と外部信号によりボビン(リール)を回転・停止する機能があります。
サブセット機能を使用することにより、回転・停止が頻繁な運転、急加速・高速運転時のボビン(リール)の回転
をスムーズにすることが可能です。

■基底回転巣を上げる機能

正常停止位置(０°) 異常停止位置(６０°)

最高回転数

↑　
ボ
ビ
ン
︵
リ
ー
ル
︶
回
転
数

テンションレバー位置(振れ角度)→

ボビン(リール)回転

「サブセット機能選択スイッチ」をONにし、サブセット設定ボリュームで基底回転数を設定します。
主に急加速運転時に対応します。

基底回転数

■外部信号によりボビン(リール)を回転・停止する機能

↑　
ボ
ビ
ン
︵
リ
ー
ル
︶
回
転
数

ボビン(リール)回転

制御基板端子台「Ｌ-Ｍ」に外部より無電圧接点信号を入力することにより、サブセットで設定した基底回転数でボビン
(リール)の回転・停止が可能です。(接点信号クローズ時、ボビン(リール)回転)
又、基底回転数で回転数が不足した場合、ダンサーレバーにより回転数を補います。
回転・停止が頻繁に行われる運転及び急加速が伴う運転に対応します。

基底回転数

外部信号ON
外部信号OFF

テンションレバーによる(加速)運転

外部信号ON
外部信号OFF

ボビン(リール)回転

テンションレバーによる(加速)運転

●基底回転数の設定によって加速性は良くなりますが、減速時のブレーキ効果が悪くなりますのでご注意ください。
　外部信号は必ず制御してください。信号が入力されている間ボビン(リール)は回転し続けますので材料カラミ等のトラブルが
　発生する可能性があります。

＜０９＞



６.インバータについて

＜１０＞

●インバータの設定は変更しないで下さい。誤動作・故障・事故の原因になります。
●インバータエラートリップ停止時、
　エラー内容を確認し、インバータマニュアルを参照の上、各エラーに対処すること。
　特にオーバーロード発生時は、配線・モーターの温度に異常がないか確認すること。火災・怪我のおそれがあります。

警告

運転キー
使用しません。

停止キー

アップダウンキーファンクションキー
表示部運転状態のモニタ切替に使用

プログラムキー

デジタル表示部
表示動作は、
停止時は「点滅」、運転中は「点灯」します。
運転中ファンクションキーにより出力周波数、
出力電流・出力電圧を表示。
エラートリップ時は、エラーコードで表示
します。

●インバータ表示部の説明

使用しません。

使用しません。

使用しません。

●インバータ表示部の説明

DR-W50GV

DR-W100GV

DR-W150GV

機　能
コード

F00

F01

F02

F03

F04

F07

F08

F09

F10

F11

F12

F14

名　称 出　荷
設定値

データ保護

周波数設定

運転・操作

最高周波数

基底周波数

加速時間

減速時間

トルクブースト

電子サーマル（特性選択）

電子サーマル（動作レベル）

電子サーマル（熱時定数）

瞬時停電再始動（動作選択）

1

1

1

60

60

2.5

3

初期設定値

1

0.91

1

機　能
コード

F20

F21

F22

F26

名　称 出　荷
設定値

直流制動（レベル設定）

直流制動（時間）

直流制動開始周波数

モーター音（キャリア周波数）

3

40

1

15

F37 自動トルクブースト 2

型　　　式

1.74

3.20

5.0



７.電気回路図

＜１１＞

メーカー型式

M

VR2

VR1

LA2

LA1

S4

S3

S2

S1

記　号

椿 本　

サブセットボリューム

マニュアルボリューム

異常表示ランプ

運転表示ランプ

回転方向切替スイッチ

オート／マニュアル選択スイッチ

停止及び異常リセットスイッチ

運転スイッチ

部　品　名 メーカー

オムロン

　　

モーター

FAB ブレーカ

S5 サブセット機能選択スイッチ

型　式

LS1 スタート用フォトセンサー

HMTAシリーズ

EE-SX671A

富士電機　　

Coilmaster

Coilmaster　　

Coilmaster　　

BW32AAG

Coilmaster

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 MAIN
(制御部基板)

PC402 PANEL
(操作部基板)

3P AC200V FAB

T2-3 T2-4

(AC200V)

T2-1

T2-2

P T1-4
Q T1-5

CN3

DCPS
DC12V

Coilmaster

Coilmaster

Coilmaster

Coilmaster

Coilmaster

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

PC402 PANEL BOARD

FWD

R(L1)
S(L2)
T(L3)

U V W

REV
CM

30A
30C

11
12

ｵﾚﾝｼﾞ/赤点
ｵﾚﾝｼﾞ/黒点

黄色/赤点
黄色/黒点

黄緑/黒点

黄緑/赤点

灰/赤点

VF

R(L1)
S(L2)
T(L3)
E

S2

S5
S1

LA1

LA2

S4

S5

S3S3

CN2

L T1-8
M T1-9

LS1 LS2

COM 
T1-1

NC 
T1-2

NO 
T1-3

E

オムロンLS2 異常停止用フォトセンサー EE-SX671A

富士電機　　VF インバータ FRN-Miniシリーズ

VR2

VR3 VR1



８.外形図と仕様
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外形図
8
4
0

4
6
0

4
0
0

3
4
0

550 460

550

380 140
4-M12

(
7
0
0
～

8
0
0
)

30 490

DR-W50GⅡ DR-W100GⅡ DR-W150GⅡ

3P200VAC 50/60Hz　

0.1～0.7Mpa

0～100rpm

50kg

φ0.1～1.6max

電源

エアー圧

回転数

最大積載重量

線径

ボビン・リール寸法

モータ容量

型　　式

仕
　
　
　
様

外径φ500×巾200mm max

100kg 150kg

100W 400W200W

製品重量 70kg 70kg 75kg

※製品の仕様等につきましては、予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。



９.トラブルシュート

現　象 原　因 対　策
主電源が正しく接続されていない 電源電圧、欠相、接続不良確認

制御基板ヒューズが切れている ヒューズ交換

スタートフォトセンサー(LS1)不良

制御基板不良

インバータ保護機能作動
インバータエラー表示確認
エラーが表示されている時は下記「イン
バータ保護機能について」を参照

モーター不良

電源が入らない
（緑ランプ点灯しない）

テーブルが回転しない

●インバータ保護機能について

インバータ保護機能が働いた時は異常停止します。この時インバータの表示部にはアラームコードが表示されます。
アラームコードにより異常発生の原因を診断できます。
詳しくはインバータ取扱説明書を参照してください。

制御基板端子Ｐ-Ｑが短絡されていない PC402基板Ｐ-Ｑを短絡する

赤ランプ点灯

異常停止フォトセンサー(LS2)の故障

断線検出センサーの故障
オプション断線検出ワイヤーガイドを接続
している場合、接続を外し確認

PC402基板端子Ｃの接続を外し解除される
か確認

インバータ表示部が「点滅」している場合
基板端子Ｂ-Ｄを短絡
「点灯」に切り替わる場合、
センサーの故障。交換。
インバータ表示部が「点滅」している場合
基板端子Ｂ-Ｄを短絡。
「点灯」に切り替わらない場合、
基板の故障。交換。
インバータ表示部が「点灯」している場合
インバータ出力電圧確認。
電圧が出力されている場合、
モーターの故障

●トラブルチェックは、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による保守・メンテナンス作業は、感電・　
　けがのおそれがあります。

危険

●制御部の点検または部品交換をする場合、必ず電源を遮断してから作業を行ってください。感電・けがをするおそれがあ
　ります。
●制御盤内の基板及びインバータ端子部に異物・ほこり等が付着していないか確認すること。

　

警告

●トラブルシュート

※その他のトラブルについては、弊社ホームページ「トラブル処理」を参照してください。

＜１３＞



1０.保守と点検

点検場所 点検内容
各所締付ボルト ３カ月毎　

1１.保証とアフターサービス

・本製品は保証期間は、納入後1年間です。
・本製品の保証範囲は本機のみが対象です。
　接続機械及び周辺設備、システム等の保証は対象外です。
・下記に該当する場合は、保証対象外となります。
　納入後の不適当な取扱いならびに使用による場合
　故障の原因が本製品以外の事由による場合
　改造された場合
　その他、天災・災害・電圧異常等を原因とする故障及び損害で
　納入者の責にあらざる場合
・保証及びサービスの範囲は、日本国内での取引及び使用を前提
　とするものです。
　

エアレギュレータ 日常点検　ドレン水抜き

＜１４＞

●保守・メンテナンスは、専門知識・資格を有する人材に限られます。他の人材による保守・メンテナンス作業は、感電・
　けがのおそれがあります。

危険

●材料もつれなどトラブルが発生した時は、必ず電源を遮断してから原因の除去を行ってください。けがのおそれがありま
　す。
●制御部の点検または部品交換をする場合、必ず電源を遮断してから作業を行ってください。感電・けがをするおそれがあ
　ります。
●潤滑グリースの交換・補充を行う際は、目に入らないよう又引火物がないか確認の上作業を行ってください。火災・けが
　のおそれがあります。
●制御盤内の基板及びインバータ端子部に異物・ほこり等が付着していないか確認すること。

警告


